


　
本
町
は
昭
和
46
年
に
町
制
施

行
し
、
平
成
23
年
度
が
40
周
年

の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
当
時
は
世
帯
数
1
、
3
9
4

戸
、
人
口
5
、
8
1
4
人
で
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
世
帯
数

7
、
2
2
3
戸
、
人
口
1
7
、

5
8
8
人
と
全
国
的
な
減
少
傾

向
の
中
で
も
、
飛
躍
的
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
推
移
を
見
て
も
、

新
し
い
住
民
や
若
い
世
代
の
人

た
ち
が
多
く
住
ま
わ
れ
、
本
町

の
歴
史
を
知
る
人
が
だ
ん
だ
ん

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
体
験
発
表
会
を
通
し
て

過
去
を
知
り
、
「
知
っ
て
い
る

人
は
過
去
を
思
い
出
し
」
「
知

ら
な
い
人
は
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
」
、
忘
れ
か
け
た
過
去

の
財
産
を
も
う
一
度
見
直
し
、

町
民
一
人
一
人
が
知
恵
を
出
し

合
い
、
都
市
化
す
る
本
町
発
展

の
一
助
と
な
る
事
を
期
待
し
て

の
開
催
で
あ
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
振
り
返

る
昭
和
町
の
歴
史
と
し
て
「
昭

和
町
の
記
録
」
、
昭
和
32
年
以

前
の
映
像
・
「
ふ
れ
あ
い
の
輪

　
明
日
へ
の
力
　
昭
和
町
」
国

体
開
催
時
の
映
像
を
上
映
し
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
田
ん
ぼ
ば
か
り
の

風
景
や
米
の
供
出
、
地
方
病
撲

滅
作
業
が
映
し
出
さ
れ
る
た
び

に
、
歓
声
や
笑
い
声
が
聞
こ
え

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
3
人
の
講
演
者
の
方

か
ら
自
分
の
人
生
を
通
し
て
体

験
発
表
さ
れ
、
現
代
の
姿
か
ら

は
想
像
も
で
き
な
い
話
を
聞
か

さ
れ
、
昭
和
町
の
変
革
を
身
近

に
感
じ
た
参
加
者
も
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
過
去
の
昭
和
町
を
知
り
、
未

来
に
本
町
が
ど
の
よ
う
に
発
展

し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
平
成
24
年
1
月
29
日
昭
和
町
総
合
会
館
軽
運
動
室
で
、
議

会
が
主
催
す
る
体
験
発
表
会
を
開
催
し
、
昭
和
町
の
貴
重
な

記
録
映
像
Ｖ
Ｔ
Ｒ
と
3
人
の
方
の
体
験
発
表
を
聞
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
て
の
事
で
し
た
が
、
2
3
0
人
か
ら
の
町
民
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
成
功
裏
に
終
了
で
き
ま
し
た
。

挨拶をする萩原議長



昭
和
町
の
思
い
出
の
行
政

泉
　
　
幸
弘
さ
ん

　
わ
た
し
は
、
終
戦
と
同
時
に
捕
虜

と
な
り
、
シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
ま
し

た
。
幸
い
に
も
昭
和
22
年
に
戻
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
、
農
業
に
従
事
し
、

そ
の
後
役
場
に
50
年
勤
め
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
に
入
り
、
近
隣
市
町

と
合
わ
せ
て
国
母
工
業
団
地
の
土
地

買
収
に
入
り
ま
し
た
。
昭
和
46
年
に

は
町
制
を
施
行
。
昭
和
55
年
に
中
央

自
動
車
道
の
全
線
開
通
、
西
条
小
学

校
や
、
昭
和
高
校
の
建
設
計
画
も
あ

り
ま
し
た
。
基
盤
整
備
が
時
の
流
れ

で
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
開
発
計
画
が

あ
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。

　
総
合
会
館
が
建
っ
た
昭
和
61
年
に
、

私
が
町
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、

50
年
以
上
行
政
に
携
わ
り
、
小
さ
い

な
が
ら
も
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
し

て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
行
政
と
議
会
と
住
民
が
理

解
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
町
づ
く

り
を
進
め
れ
ば
、
昭
和
町
は
こ
れ
か

ら
も
良
き
昭
和
町
で
行
く
だ
ろ
う
、

と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
旧
山
城
村
に
3
男
4
女
の
4
女
と

し
て
育
ち
ま
し
た
。
昭
和
15
年
師
範

学
校
入
学
。
昭
和
16
年
大
東
亜
戦
争

勃
発
。
連
日
連
夜
の
空
襲
で
、
時
に

は
工
場
を
出
た
途
端
、
目
の
前
で
爆

発
が
起
き
、
何
人
も
死
ん
で
い
く
姿

を
見
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
の
天
皇
陛
下
の
無
条
件

降
伏
の
放
送
を
正
座
し
て
聞
き
ま
し

た
が
、
帰
っ
て
く
る
と
信
じ
て
い
た

兄
が
戦
死
し
、
家
族
で
食
べ
て
い
く

た
め
に
、
思
い
切
っ
て
学
校
を
や
め
、

一
生
懸
命
働
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
河
西
の
今
村
さ
ん
の
お

世
話
で
こ
こ
昭
和
町
に
来
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
押
越
で
は
当
時
豚
を

飼
い
、
実
家
で
は
マ
イ
ペ
ー
ス
で
働

き
ま
し
た
が
、
嫁
い
で
き
て
1
8
0

度
生
活
が
転
換
し
た
思
い
で
す
。

　
昭
和
41
年
、
子
ど
も
が
で
き
て
生

活
が
変
わ
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の

お
母
さ
ん
た
ち
と
の
会
話
を
楽
し
み
、

婦
人
会
や
商
工
会
の
会
長
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

も
平
成
6
年
に
設
立
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

昭
和
町
の
自
分
史

　
　
〜
戦
中
戦
後
の
生
活
体
験
〜

小
林
　
好
江
さ
ん

　
昭
和
12
年
に
生
ま
れ
、
押
原
国
民

学
校
3
年
の
時
に
終
戦
。
そ
の
翌
年

の
昭
和
22
年
に
学
校
の
制
度
が
変
わ

り
ま
し
た
。
小
学
校
の
思
い
出
で
な

ん
と
い
っ
て
も
思
い
出
す
の
は
、
冬

の
寒
い
暗
い
教
室
で
冷
た
い
弁
当
を

食
べ
る
と
き
に
、
各
地
区
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
交
代
で
、
野
菜
や
薪
を
持

っ
て
き
て
、
暖
か
い
み
そ
汁
を
提
供

し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

　
当
時
の
昭
和
町
は
90
％
以
上
が
農

家
で
、
農
繁
期
に
な
る
と
小
学
校
で

も
農
繁
休
暇
と
い
っ
て
、
1
日
中
農

家
を
手
伝
う
日
が
3
〜
5
日
く
ら
い

あ
り
ま
し
た
。

　
中
学
の
大
き
な
思
い
出
は
大
々
的

に
行
わ
れ
た
運
動
会
。
3
学
年

1
5
0
人
の
男
子
で
、
裸
足
・
上
半

身
裸
で
組
み
立
て
体
操
を
し
ま
し
た
。

　
今
考
え
る
と
原
始
時
代
の
よ
う
な

生
活
だ
っ
た
が
、
相
互
扶
助
精
神
は
、

今
の
人
た
ち
も
見
習
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。
今
の
豊
か
さ
は
先

人
の
苦
労
の
積
み
重
ね
だ
が
、
こ
う

い
う
機
会
に
再
認
識
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
時
代
の
思
い
出

内
藤
　
寛
之
さ
ん

Ｑ議会を傍聴したことがあるか？
　ある=42％　ない=52％
Ｑ議員活動について
　評価する・ある程度評価する=94％
　あまり評価しない=6％
Ｑ井戸端会議について
　参加したことがある=47％
　知っている=48％　知らない=5％
Ｑ議会だよりを読みますか？
　読む=61％、一部=43％
Ｑ議会活動は活発か？
　思う=57％、思わない=42％

Ｑあなたの意見が議会に反映されているか？
　思う・やや思う=73％　わからない・思わない=26％
Ｑ議会に求める役割は？
　町の監視=23％　政策の立案=13％
　地域の声の代弁=60％

Ｑ講演の感想は？
・このような話を若い人にも聞かせたいと思った
・転居して20年くらいになります。住み良い町で長生き
　していますが、より良い町になる事を希望します。
・村から町に発展していく様が見えて分かりやすかった
・もっと町の歴史を語れる人の話を聞きたいと思った

さま

回答者=144人



　
平
成
24
年
第
1
回
（
3

月
）
定
例
会
の
中
で
、
議

会
災
害
対
策
本
部
設
置
要

綱
案
が
総
務
常
任
委
員
会

か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
3
月
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

や
、
近
年
の
地
震
予
想
で

の
液
状
化
の
危
険
性
な
ど
、

災
害
に
対
す
る
視
察
や
議

員
の
一
般
質
問
、
委
員
会

質
疑
等
を
通
し
、
町
当
局

に
避
難
訓
練
や
非
常
時
に

対
す
る
体
制
整
備
を
要
請

し
て
き
ま
し
た
が
、
議
会

と
し
て
、
議
員
自
ら
迅
速

か
つ
適
切
な
対
応
を
図
り
、

行
政
と
連
携
し
町
民
の
救

援
に
つ
と
め
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　
総
務
常
任
委
員
会
で
研

究
を
重
ね
、
災
害
時
に
お

け
る
議
会
・
議
員
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
行
動
指
針

と
し
て
提
案
し
、
平
成
24

年
3
月
23
日
に
全
員
協
議

会
で
制
定
し
ま
し
た
。

議会災害対策本部設置要綱

第 1 条
第 2 条
第 3 条
第 4 条
第 5 条
第 6 条
第 7 条
第 8 条
第 9 条
第10条
第11条

趣旨
災害の定義
議会対策本部の設置
議会対策本部の組織
議員の対応
所掌事務
町対策本部への要請等
町対策本部との協議
出動時の服装
記録
補則

①地震において震度６弱の情報を入

　手した場合は、議会災害対策本部

　に参集する

②町が災害対策本部を設置した場合、

　町本部又は事務局長から議長に

　対し、その旨の連絡

③議長は副議長等と協議し、議会災

　害対策本部の設置を決定

④議会災害対策本部を議会委員会

　室に設置

⑤議員及び町に対し、議会災害対策

　本部の設置を報告

初　動 後　期

①全員協議会を開催し、被災状況の

　掌握

②町災害対策本部への協力

③被災地・避難所等の把握

④県、国等への要望活動

⑤必要により、臨時会の開催要請

初　期

①各議員は自身の安否・居所・連絡

　先等を議会災害対策本部に連絡

②各議員は本部の指示に基づき本

　部に集合、または現地における情

　報収集および支援活動への協力

中　期

①町災害対策本部との情報交換と

　諸要請の実施

②被災者に対する助言および相談

　受付等

　
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に

は
、
要
綱
に
沿
っ
て
町
民
ニ

ー
ズ
を
反
映
し
た
議
会
運
営

を
図
る
た
め
、
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
西
条
地
区

　
中
澤
　
正
志
さ
ん

　
　
　
　
（
西
条
一
区
）

　
植
竹
　
由
美
さ
ん

　
　
　
　
（
清
水
新
居
）

●
押
原
地
区

　
塩
澤
　
政
博
さ
ん

　
　
　
　
（
押
　
　
越
）

　
笠
島
三
枝
子
さ
ん

　
　
　
　
（
押
　
　
越
）

●
常
永
地
区

　
小
林
　
利
雄
さ
ん

　
　
　
　
（
飯
　
　
喰
）

　
渡
邊
実
千
代
さ
ん

　
　
　
　
（
河
　
　
西
）



　東日本大震災を教訓に、防災計画の見直し
と備えを強化し、町民の人命を守ります。

○災害時における防災対策の強化

　本町の4小中学校で、教育指導主事をパイプ
役に、行政と学校現場の連携を強化し、個性
を生かした学校教育を実践します。

○教育指導主事配置による昭和教育の推進

　厳しい経済情勢下、歳入の確保・歳出の見
直しと、行財政改革体制の中で、徹底した事
業評価と必要性・優先順位を考慮、改善・改
革を進めます。

○協働政策評価による事業の見直し



・保育所運営費

・子ども手当

・常永土地区画整理事業

・常備消防（甲府広域）負担金

・自立支援介護給付費

6億5,099万円

3億9,080万円

3億4,500万円

2億719万円

1億5,929万円

・中巨摩広域事務組合負担金

・西条・昭和インター線街路事業

・総合健診・人間ドック・予防接種委託事業

・農産物直売所建設事業補助

・杉浦邸保存活用事業費

1億3,740万円

1億1,304万円

1億1,053万円

9,000万円

1,604万円

民生費
20億8,045万円
（31.4%）

土木費
13億1,516万円
（19.9%）

総務費
8億2,646万円
（12.5%）

教育費
7億8,436万円
（11.9％）

公債費（返済金）
6億70万円
（9.1%）

衛生費
4億6,234万円
（7.0%）

消防費
2億6,673万円
（4.0%）

農林水産業費
1億5,213万円
（2.3％）

議会費
9,998万円
（1.5％） 商工費 1,954万円（0.3％）

その他 709万円（0.1％）

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合があります。



財

依
存

源
（24.8％）

■平成24年度一般会計・特別会計予算

賛成14:反対1

全員賛成

賛成14:反対1

賛成14:反対1

全員賛成

全員賛成

全員賛成

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス
下水道事業
渇水対策

特
 
別
 
会
 
計

一　般　会　計
会　計　名

合　　計

予　算　額
66億1,500万円

17億1,600万円

1億2,380万円

6億8,484万円

1,401万円

10億5,200万円

512万円

102億1,077万円

前年度比
3.7%

8.9%

18.2%

11.0%

△1.7%

△4.6%

△7.1%

4.2%

可否

町税
40億1,920万円
（60.8%）

国庫支出金
7億108万円
（10.6%）

基金から繰入
6億4,000万円
（9.7%）

県支出金
4億1,369万円
（6.2%）

町債（借入金）
2億940万円（3.2%）

地方譲与税ほか
8,400万円（1.2%）

使用料・手数料
5,800万円
（0.9%）

諸収入ほか
8,553万円
（1.2%）

地方消費税交付金
2億3,000万円
（3.5%）

平成24年度末町債残高（借金）
　68億9,448万円　1人当たり38万8,600円

平成24年度末基金残高（預金）
　22億6,996万円　1人当たり12万7,900円

※人口：1万7,742人（平成24年3月末日現在）

反対は深澤平助議員

［内訳］
・町民税
・固定資産税
・町たばこ税
・軽自動車税

14億1,727万円
22億7,389万円
2億9,015万円
3,788万円

分担金・負担金
1億7,406万円
（2.6%）

自

主

財

源
（75.2％）



　
平
成
24
年
3
月
定
例
会
は
、
3
月
8
日
か
ら
23
日
ま
で
16
日
間
の
会
期
で

開
き
ま
し
た
。
町
長
提
出
の
平
成
24
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予
算

6
件
の
ほ
か
、
23
年
度
の
補
正
予
算
7
件
、
条
例
の
制
定
・
改
正
8
件
、
教

育
委
員
の
任
命
同
意
1
件
、
そ
の
他
5
件
の
計
28
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
7
人
の
議
員
が
12
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展

開
し
、
町
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　年度末の整理でほとんどの費目が減額となる中、歳入では町た

ばこ税、地方消費税交付金、ふるさと市町村圏の返還金などの増

額を見込んでいます。歳出では常備消防費の負担金増額1,053万

円のほかは大きな事業費の計上はなく、余剰金2億4,544万円を財

政調整基金に積み立てるものです。

・
暴
力
団
排
除
条
例
 

 
県
の
施
策
と
歩
調
を
合
わ

せ
、
町
民
生
活
の
安
全
と
平

穏
を
守
る
た
め
、
町
内
に
お

け
る
暴
力
団
の
不
当
な
要
求

に
対
す
る
措
置
、
公
共
施
設

の
利
用
に
お
け
る
措
置
、
暴

力
団
へ
の
利
益
供
与
の
禁
止
、

暴
力
団
の
利
用
禁
止
、
祭
礼

等
に
お
け
る
規
制
、
広
報
お

よ
び
啓
発
活
動
、
町
行
政
お

よ
び
町
民
の
責
務
な
ど
を
規

定
し
た
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

自主出店でにぎわったふれあい祭り

国民健康保険会計

後期高齢者医療会計 

介護保険会計 

下水道事業会計

………………………………△8,043万円

…………………………………616万円

………………………………………△867万円

…………………………………△7,144万円



教
育
委
員
に
向
山
晃
氏

・
職
員
給
与
条
例
の
改
正
 

　
「
教
育
指
導
監
」
の
採
用

に
伴
う
一
部
改
正

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
に

　
関
す
る
条
例
の
改
正

　
職
員
の
夏
期
休
暇
を
3
日

か
ら
5
日
に
変
更
す
る
も
の
。

・
手
数
料
条
例
の
改
正

　
図
書
利
用
カ
ー
ド
の
再
交

付
手
数
料
を
追
加
す
る
も
の
。

・
体
育
指
導
委
員
設
置
条
例
の

　
改
正

　
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」

に
名
称
を
変
更
す
る
も
の
。

・
町
立
公
民
館
の
設
置
・
管
理

　
条
例
の
改
正

　
社
会
教
育
法
の
改
正
に
伴

う
一
部
改
正
。

・
町
営
住
宅
の
設
置
・
管
理
条

　
例
の
改
正

　
公
営
住
宅
法
の
改
正
に
伴

う
一
部
改
正
。

※
6
案
件
全
員
賛
成
で
可
決

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

（
討
論
内
容
は
下
段
に
掲
載
）

※
賛
成
14
、
反
対
1
で
可
決

　
昭
和
バ
イ
パ
ス
か
ら
西
条
新

田
に
通
ず
る
町
道
30
号
線
の
拡

幅
、
延
長
に
よ
り
路
線
の
変
更

を
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
用

に
供
す
る
た
め
、
町
有
財
産
を

貸
し
付
け
る
も
の
。

貸
付
先

　
N
P
O
法
人
地
域
生
活
支
援

　
シ
ス
テ
ム
研
究
会
・
パ
ン
ジ
ー

※
全
員
賛
成
で
可
決

契
約
の
目
的

　
常
永
小
学
校
地
内
耐
震
性
貯

　
水
槽
設
置
工
事
（
変
更
）

契
約
金
額

　
　
　
5
、
8
5
6
万
9
千
円

契
約
の
相
手
方

　
　
　
有
限
会
社
　
坂
本
工
業

※
全
員
賛
成
で
可
決

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
規
約
の
変
更

　
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
務

を
組
合
が
行
う
こ
と
に
伴
う
事

務
及
び
規
約
の
変
更
を
行
う
た

め
関
係
団
体
と
協
議
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

国
土
利
用
計
画
（
昭
和
町
計
画
）

第
三
次
計
画

　
国
土
利
用
計
画
法
第
8
条
の

規
定
に
基
づ
く
山
梨
県
計
画
を

基
本
と
し
、
昭
和
町
第
5
次
総

合
計
画
の
基
本
構
想
に
即
し
て
、

平
成
32
年
度
を
目
標
年
次
と
し

た
、
昭
和
町
の
区
域
に
お
け
る

町
土
の
利
用
に
関
し
て
定
め
た

も
の
で
あ
る
。

　
町
土
の
区
域
を
北
部
・
中
部
・

西
部
の
3
地
域
に
区
分
し
、
各

地
域
別
の
特
徴
に
応
じ
た
町
土

の
利
用
計
画
を
設
定
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
措
置
の
概
要
を
定

め
た
も
の
。
こ
の
計
画
は
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
さ
れ
る
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
井
口
悟
教
育
長
の
退
任
に
伴

い
、
平
成
24
年
4
月
1
日
付
で

任
命
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
残
任
期
間
の
平
成
24

年
9
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
改
正
内
容
を
見
る
と
6
段
階
い
ず
れ
も
12
・
3
％
の
引
き

上
げ
に
な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
状
況
の
中
で
、

保
険
給
付
費
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
低
所
得
者
の
負
担
が
重
く
、
介
護
保
険
の
第
二
段
階
の
人

の
中
に
は
生
活
保
護
基
準
以
下
の
収
入
で
生
活
し
て
い
る
人

も
い
る
が
、
軽
減
措
置
が
取
ら
れ
て
お
ら
ず
、
年
金
か
ら
天

引
き
と
い
う
徴
収
方
法
で
、配
慮
に
欠
け
た
改
正
案
と
言
え
る
。

深
澤
平
助
議
員

反
対
討
論

　
こ
の
改
正
は
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴
い

行
わ
れ
る
も
の
で
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ

る
よ
う
、
医
療
と
の
連
携
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
・

介
護
予
防
の
推
進
な
ど
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、

様
々
な
観
点
か
ら
高
齢
者
を
支
援
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
施
策
の
展
開
や
、
円
滑
な
介
護
保
険
事
業
が
運

営
で
き
る
。

賛
成
討
論

深
澤
克
男
議
員

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

向山　晃  氏
むこう やま あきら

上河東475番地1



河
住
議
員
　
子
ど
も
手
当
の
支
給

人
数
が
見
込
み
よ
り
も
1
5
0
人

も
少
な
い
が
要
因
は
何
か
。
ま
た

未
申
請
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

林
議
員
　
子
ど
も
手
当
の
未
申
請

者
に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
。

町
民
窓
口
課
長
　
当
初
の
段
階
で

は
、
子
ど
も
手
当
に
該
当
す
る
人

が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
多
め
に
見

込
ん
で
い
た
こ
と
と
、
国
の
法
律

が
変
わ
っ
た
た
め
。
未
申
請
は
40

人
ほ
ど
い
る
。
す
で
に
未
申
請
者

に
は
、
一
度
普
通
郵
便
で
通
知
を

出
し
て
い
る
が
、
な
に
も
応
答
が

な
い
場
合
は
、
書
留
郵
便
で
通
知

を
し
て
い
る
。

子
ど
も
手
当
の

状
況
は
？

深
澤
克
男
議
員
　
今
年
度
一
般
会

計
予
算
の
人
間
ド
ッ
ク
の
金
額
と
、

予
防
費
の
金
額
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
が
、ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
人
間
ド
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、
町
民
負
担
額
を

1
万
1
千
円
に
し
、
国
保
対
象
者

3
5
0
人
全
員
分
を
、
全
て
国
保

の
予
算
で
持
っ
て
い
る
。
予
防
費

に
つ
い
て
は
、
対
象
者
が
減
っ
た

分
予
算
も
減
っ
て
い
る
。

人
間
ド
ッ
ク
と

予
防
費
は
？

三
井
議
員
　
納
入
困
難
者
と
は
ど

の
よ
う
な
方
か
。

福
島
議
員
　
使
用
料
の
繰
越
徴
収

分
が
1
5
4
万
円
と
い
う
の
は
、

な
か
な
か
普
通
で
は
徴
収
で
き
な

い
と
こ
ろ
を
、
職
員
が
苦
労
し
て

強
力
に
滞
納
整
理
を
し
た
結
果
な

の
か
。

下
水
道
課
長
　
年
金
暮
ら
し
の
方

も
い
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
店

舗
関
係
や
ア
パ
ー
ト
、
一
人
暮
ら

し
の
方
が
多
い
。
滞
納
整
理
で
夜

う
か
が
う
が
、
ほ
と
ん
ど
不
在
で

昼
に
伺
っ
た
り
し
て
い
る
。
滞
納

整
理
は
今
年
度
は
力
を
入
れ
て
い

て
、
納
入
誓
約
書
な
ど
も
取
っ
て

い
る
。
前
年
度
か
ら
比
べ
て

1
0
0
万
円
く
ら
い
多
く
徴
収
し

て
い
る
。 下

水
道
料
の

滞
納
問
題

福
島
議
員
　
貯
水
槽
の
契
約
の
変

更
で
、
9
0
0
万
円
く
ら
い
工
事

が
減
額
に
な
る
が
、
当
初
の
設
計

な
ど
で
発
注
に
あ
た
り
相
当
検
討

し
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
段
階
で

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
か
。

区
画
整
理
課
長
　
貯
水
槽
で
は
当

初
の
段
階
で
は
消
火
栓
装
置
が
つ

い
て
い
た
。
再
度
の
検
討
の
結
果
、

消
火
栓
を
外
す
こ
と
に
な
っ
た
。

貯
水
槽
の

契
約
変
更

健やかに成長する子どもたちのために

常永小学校の校庭地下に埋められる耐震性貯水槽



遠
藤
議
員
　
30
号
線
は
い
つ
完
成

す
る
の
か
。

福
島
議
員
　
玉
川
団
地
の
国
庫
補

助
対
象
外
の
と
こ
ろ
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

三
井
議
員
　
甲
斐
市
土
地
分
の
30

号
線
の
工
事
に
つ
い
て
、
費
用
負

担
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
平
成
25
・
26
年
で
用

地
買
収
し
、
27
年
か
ら
工
事
の
予

定
。
玉
川
団
地
の
と
こ
ろ
は
、
24

年
で
用
地
買
収
し
た
い
が
、
一
部

で
は
ま
だ
手
続
き
が
進
ん
で
い
な

い
。
用
地
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た

ら
24
年
の
補
正
で
。
22
年
ま
で
は

甲
斐
市
は
一
切
費
用
負
担
し
な
い

と
い
う
体
制
だ
っ
た
が
、
現
在
協

議
中
で
あ
り
具
体
的
な
話
は
な
い
。

町
道
30
号
線
の
問
題

塚
原
議
員
　
町
内
の
状
況
の
把
握

と
、
条
例
制
定
後
の
対
応
は
。

深
澤
平
助
議
員
　
県
警
と
連
携
を

取
っ
て
ほ
し
い
。

萩
原
議
長
　
新
聞
・
雑
誌
等
を
供

与
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
具
体
的
に
明
記
し
て

い
な
い
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
具
体
的
な
把
握

は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
が
、
実
際

の
動
き
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

関
係
機
関
と
情
報
を
密
に
し
た
い
。

新
聞
等
に
つ
い
て
は
「
利
益
の
供

与
の
禁
止
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
。

暴
力
団
排
除
条
例

に
つ
い
て

樋
口
議
員
　
災
害
時
、
避
難
所
で

病
人
が
で
た
と
き
の
た
め
に
、
町

内
の
お
医
者
さ
ん
と
協
定
は
結
ん

で
い
な
い
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
現
行
の
地
域
防

災
計
画
で
は
、
中
巨
摩
医
師
会
と

連
携
を
、
と
い
う
程
度
し
か
定
め

ら
れ
て
い
な
い
。

　
現
在
、
中
巨
摩
医
師
会
の
会
長

で
あ
る
吉
川
先
生
と
、
昭
和
班
の

代
表
の
島
崎
先
生
か
ら
連
携
の
お

話
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
関
係
課

と
と
も
に
、
具
体
的
な
内
容
を
進

め
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
医
療
機
関

と
の
連
携
は

石
原
議
員
　
昨
年
は
徹
底
し
た
節

電
に
努
め
、
大
幅
な
削
減
を
達
成

し
た
。
ま
た
4
月
か
ら
電
気
料
金

が
12
・
8
％
値
上
げ
と
い
う
が
、

予
算
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
昨
年
の
節
電
は
、
計

画
停
電
の
中
、
施
設
や
器
具
の
使

用
停
止
な
ど
を
行
い
、
全
体
で
30

％
の
節
電
の
実
績
が
あ
っ
た
が
、

今
年
は
同
じ
よ
う
な
節
電
に
は
な

ら
な
い
。

　
今
回
は
実
績
か
ら
全
体
で
8
8
3

万
円
多
く
予
算
を
増
額
し
て
い
る
。

た
だ
、
各
施
設
の
去
年
の
節
電
実

績
を
加
味
し
た
上
で
の
値
上
げ
な

の
で
施
設
ご
と
に
違
い
、
4
〜
5

月
の
様
子
を
見
る
中
で
は
っ
き
り

と
分
か
る
と
思
う
。

電
気
料
金
の

値
上
げ
は

行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
町
道
30
号
線

庁舎でも節電を意識した日々



区画整理のボーリング調査

三井　　猛 議員
み つ い たけし

液状化ハザードマップの
作成は

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

地
域
防
災
計
画
で

対
策
講
じ
る

三
井

町
長

企
画
財
政
課
長

三
井

再
質
問

東
日
本
大
震
災
を
教
訓

に
町
で
は
地
域
防
災
計

画
を
見
直
す
が
、
12
地
区
の
地
質

デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
液

状
化
危
険
度
マ
ッ
プ
を
早
急
に
作

成
し
町
民
へ
の
情
報
提
供
と
、
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
行
政
の
重
要

な
役
割
だ
。
考
え
は
。

昭
和
町
の
液
状
化
危
険

度
は
極
め
て
高
い
と
さ

れ
て
い
る
。
県
の
液
状
化
危
険
マ

ッ
プ
や
、
町
の
公
共
施
設
建
設
時

に
実
施
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の

地
質
デ
ー
タ
な
ど
、
町
民
に
情
報

提
供
で
き
る
よ
う
、
地
域
防
災
計

画
見
直
し
の
中
で
も
、
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
地
質
デ
ー

タ
等
は
何
施
設
あ
る
の
か
。

学
校
施
設
、

給
食
セ
ン

タ
ー
、
総
合
会
館
、
各
土
地
区
画

整
理
事
業
地
、
町
道
「
昭
和
〜
玉

穂
線
」
な
ど
。
早
急
に
整
理
し
、

参
考
資
料
と
し
て
情
報
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災

を
見
て
も
、
初
期
の
混

乱
時
に
は
公
助
は
機
能
し
な
か
っ
た
。

町
民
に
自
助
・
共
助
の
重
要
性
を

認
識
し
て
も
ら
い
、
行
政
支
援
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
方

針
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
町
の
考

え
は
。

各
地
区
に
あ
る
自
主
防

災
組
織
の
機
能
は
大
変

重
要
だ
。
地
区
防
災
計
画
の
中
で
、

防
災
意
識
の
高
揚
や
、
自
主
防
災

組
織
活
動
の
推
進
計
画
も
示
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
町
民

や
地
域
に
認
識
で
き
る
方
策
を
検

討
し
、
行
政
と
し
て
の
支
援
を
分

か
り
や
す
く
示
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長 行

政
の
支
援
を

分
か
り
や
す
く
示
す

災
害
時
の

自
助
・
共
助
・
公
助
は

三
井



田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

町唯一の指定管理の押原公園

町
長

田
中

指
定
管
理
者
制
度
導
入
を

進
め
る
考
え
は総

合
的
に

調
査
・
検
討
し
判
断

経
営
の
合
理
化
は
、民
間

企
業
に
限
ら
ず
行
政
に

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。民
間
と
行
政

が
協
働
し
て
施
設
運
営
を
進
め
、新

た
な
能
力
・
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
図
ら
れ
、町
の
財
政
健
全
化
に
も

貢
献
で
き
る
。指
定
管
理
者
制
度
を

積
極
的
に
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

指
定
管
理
者
制
度
の
主

な
メ
リ
ッ
ト
は
、利
用
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
改
善

が
図
ら
れ
、競
争
原
理
に
よ
る
行
政

経
費
の
節
減
が
期
待
で
き
る
。

 
現
在
、押
原
公
園
の
指
定
管
理
者

に
山
梨
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
を
定
め

て
い
る
が
、制
度
を
導
入
し
て
も
施

設
維
持
管
理
費
や
、老
朽
化
に
よ
る

修
繕
料
は
行
政
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

 
使
用
料
の
見
直
し
と
と
も
に
、施

設
ご
と
に
導
入
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
総
合
的
に
調
査
・

検
討
し
、方
向
性
に
つ
い
て
判
断
し

て
い
き
た
い
。



日々の訓練を重ねる消防団

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

町
長

町
長

総
務
課
長

再
質
問

団体補助金交付事業と
会計報告は

厳
し
い
財
政

現
状
維
持
を

地
区
消
防
団
員
活
動

に
支
援
を

総
会
等
で
協
議
し

透
明
性
高
め
る

河
住

河
住

河
住

昨
年
11
月
に
、
監
査
委

員
か
ら
体
育
協
会
の
補

助
金
残
額
を
、
基
金
に
積
み
立
て

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、

文
化
協
会
の
補
助
金
残
額
を
、
翌

年
に
繰
り
越
し
て
い
る
な
ど
、
適

正
な
確
認
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

補
助
金
交
付
に
あ
た
り
、
規
則
・

管
理
規
定
な
ど
、
事
務
事
業
内
容

を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

両
団
体
と
も
全
世
帯
、

ま
た
会
員
に
よ
る
会
費

と
町
の
補
助
金
を
主
な
財
源
と
し

て
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
予
算
執

行
や
管
理
は
、
事
務
局
の
生
涯
学

習
課
職
員
が
通
帳
管
理
を
は
じ
め
、

適
正
な
運
営
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

基
金
や
繰
越
金
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
規
定
が
、
未
整
備
で
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
状
況
も
あ
り
、
役

員
会
や
総
会
で
協
議
し
、
早
急
に

整
備
を
進
め
、
透
明
性
を
高
め
て

い
き
た
い
。外

部
組
織
を
立
ち
上
げ
、

補
助
金
見
直
し
を
検
討

す
る
よ
う
、
監
査
委
員
の
指
摘
も

あ
る
。
考
え
は
。

財
政
健
全
化
に

向
け
た
基
本
方

針
を
作
成
し
、
見
え
る
財
政
を
目

指
し
て
い
る
。
外
部
の
力
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
視
野
に
入
れ
作
業
を

進
め
た
い
。

消
防
団
に
よ
る
防
災
知

識
の
普
及
啓
発
、
家
庭

内
防
災
対
策
、
シ
ニ
ア
、
小
学
生

に
対
す
る
防
災
指
導
等
、
消
防
団

が
積
極
的
に
活
動
し
、
地
域
住
民

の
「
安
心
・
安
全
」
を
与
え
る
活

動
に
対
し
て
、
支
援
す
る
考
え
は

な
い
か
。

火
災
・
風
水
害
に
対
す

る
出
動
、
防
犯
活
動
、

定
期
的
な
訓
練
や
団
員
の
消
防
知
識
・

技
術
向
上
研
修
、
祭
り
で
の
警
備

な
ど
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
現
在
、
報
酬
・
活
動

手
当
・
資
機
材
や
消
防
施
設
整
備

補
助
な
ど
を
支
出
し
て
い
る
が
、

新
た
な
助
成
は
厳
し
い
た
め
、
現

状
維
持
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。



深澤　克男 議員
ふ か か つ おさ わ

深
澤

国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課
方
式
は

町
長 国

保
運
営
協
議
会
で

審
議
す
る

深
澤

再
質
問

町
民
窓
口
課
長

医
療
費
支
出
が
年
々
増

加
傾
向
で
、
国
保
財
政

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
所
得
割
額
、

資
産
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割
額
、

世
帯
別
平
等
割
額
の
4
方
式
の
合

算
額
を
賦
課
す
る
方
式
だ
が
、
資

産
割
額
に
賦
課
す
る
の
は
二
重
課

税
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
あ
る
。

　
全
国
の
町
村
を
見
る
と
、
医
療

給
付
費
は
4
方
式
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
は
、
3
方
式
か
2
方
式

を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

平
等
性
を
確
保
し
、
滞
納
世
帯
を

こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
方
式
は
、

ど
れ
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
町
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

昭
和
町
で
は
、
比
較
的

所
得
が
少
な
い
人
が
対

象
で
、
所
得
割
の
み
で
は
必
要
な

金
額
が
徴
収
で
き
な
い
た
め
、
4

方
式
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
3
方

式
に
し
た
場
合
、
資
産
割
で
賦
課

さ
れ
て
い
る
金
額
を
所
得
割
に
上

乗
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
資
産

割
の
な
い
低
所
得
者
層
の
負
担
が

大
幅
に
増
加
し
、
滞
納
額
の
増
加

に
つ
な
が
る
。

　
国
は
国
保
財
政
運
営
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
広
域
化
を
検
討
中
で
、

町
も
い
ず
れ
3
方
式
を
採
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

3
方
式
に
す
る
場
合
、
負
担
が
増

加
す
る
世
帯
数
な
ど
、
具
体
的
な

数
値
を
示
し
、
国
保
運
営
協
議
会

で
審
議
し
て
い
き
た
い
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

や
介
護
分
の
資
産
割
の

影
響
が
少
な
い
部
分
を
、
先
に
3

方
式
に
変
更
す
る
方
法
も
あ
る
。

協
議
会
の
中
で
審
議
し
て
は
ど
う
か
。

方
式
変
更

に
よ
る
影

響
額
な
ど
、
国
保
運
営
協
議
会
に

具
体
的
な
数
値
を
示
し
、
審
議
し

て
い
き
た
い
。



林　　和仁 議員
はやし か ず ひ と

非
常
災
害
用
井
戸
の

必
要
性
は

　

林

議会でも耐震性貯水槽を視察

①
災
害
時
に
長
期
間
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
使
え
な

い
場
合
、
既
存
の
井
戸
を
「
非
常

災
害
用
井
戸
」
と
し
て
、
飲
用
水

や
生
活
用
水
と
し
て
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。
既
存
の
井
戸
設
置
者
と
、

非
常
災
害
用
井
戸
の
使
用
協
定
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
災
害
時
に
自
前
の
水
源
を
確
保

す
る
対
応
策
が
必
要
だ
。
小
中
学

校
を
含
む
各
地
区
避
難
所
に
、
井

戸
を
掘
削
す
る
考
え
は
な
い
か
。

①
町
で
は
現
在
、
飲
用

水
と
し
て
押
原
公
園
に

1
0
0
ト
ン
、
常
永
小
校
庭
に
60

ト
ン
の
耐
震
性
貯
水
槽
が
整
備
さ
れ
、

生
活
用
水
は
各
地
区
の
貯
水
槽
や

公
共
の
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
る
が
、

災
害
時
に
は
生
活
用
水
の
確
保
も

必
要
に
な
る
た
め
、
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
、
「
非
常
災
害
用
井
戸
」

と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
協
定
の

締
結
を
し
て
い
き
た
い
。

②
地
域
防
災
計
画
で
は
、
甲
府
昭

和
高
校
・
西
条
小
・
押
原
小
・
常

永
小
の
体
育
館
と
、
総
合
体
育
館

の
5
カ
所
を
避
難
所
と
し
て
指
定

し
て
い
る
。
押
原
公
園
・
常
永
小

校
庭
以
外
に
、
西
条
小
学
校
内
に
も
、

耐
震
性
貯
水
槽
設
置
を
予
定
し
て

い
る
た
め
、
非
常
用
の
飲
用
・
生

活
用
水
は
確
保
で
き
る
と
考
え
て

お
り
、
新
た
に
非
常
災
害
用
井
戸

掘
削
は
、
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長 災

害
用
井
戸
の

使
用
協
定
進
め
る



石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

石
原

石
原

教
育
長

押原公園の安全な
管理運営を

再
質
問

町
長 具

体
的
な
解
決
策
を

検
討
す
る

都
市
整
備
課
長

ふるさとふれあい祭りが行われる押原公園

押
原
公
園
は
大
規
模
地

震
な
ど
の
災
害
時
の
避

難
地
と
し
て
の
利
用
や
、
防
災
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
備
え
る

な
ど
、
町
の
施
設
と
し
て
大
変
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
開
園

以
来
一
年
半
が
経
過
し
た
現
在
、

管
理
運
営
面
で
い
く
つ
か
の
課
題

が
あ
る
。

①
北
ゾ
ー
ン
駐
車
場
は
夜
間
に
柵

を
立
て
、
車
両
が
進
入
で
き
な
い
が
、

南
ゾ
ー
ン
駐
車
場
と
公
園
整
備
車

両
進
入
口
の
一
般
車
両
の
規
制
等
、

な
ん
ら
対
策
が
さ
れ
て
い
な
い
。

暴
走
行
為
等
の
対
策
は
。

②
公
園
内
で
花
火
が
行
わ
れ
て
お
り
、

近
隣
住
民
が
迷
惑
し
て
い
る
。
具

体
的
な
対
応
策
を
示
せ
。

③
南
北
ゾ
ー
ン
を
区
切
っ
て
い
る

通
路
に
お
け
る
、
公
園
内
の
安
全

な
通
行
と
通
学
の
安
全
に
対
す
る

町
の
考
え
は
。

最
近
、
来
場
者
の
マ
ナ

ー
欠
如
が
目
立
ち
、
安

全
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
。

①
押
原
中
敷
地
と
中
央
公
民
館
駐

車
場
と
の
通
路
に
設
置
し
た
、
減

速
板
の
効
果
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、

駐
車
場
は
暴
走
防
止
に
効
果
が
期

待
で
き
る
車
止
め
を
、
最
小
の
設

置
数
で
最
大
の
効
果
が
上
が
る
よ

う
検
討
す
る
。
ま
た
、
整
備
車
両

の
進
入
路
は
、
鎖
等
の
設
置
で
規

制
が
可
能
に
な
る
の
で
、
指
定
管

理
者
と
協
議
す
る
。

②
押
原
公
園
の
み
な
ら
ず
、
花
火

等
の
危
険
行
為
に
対
す
る
防
止
策

が
な
く
、
手
を
焼
い
て
い
る
。
町

内
の
他
の
公
園
を
含
め
、
防
犯
関

係
機
関
や
指
定
管
理
者
と
相
談
し
、

警
備
員
の
配
置
方
法
・
看
板
設
置
等
、

具
体
的
な
解
決
策
を
検
討
す
る
。

③
南
北
ゾ
ー
ン
を

区
切
る
通
路
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
は
、
地
域
要
望
で
自
転

車
が
通
行
可
能
で
あ
り
、
押
原
中

は
通
学
路
に
指
定
し
て
い
る
。
時

間
で
の
利
用
規
制
、
公
園
外
周
道

路
を
整
備
し
て
迂
回
す
る
方
法
等
、

教
育
委
員
会
や
学
校
、
利
用
者
等

の
意
見
を
聞
き
、
最
善
策
を
検
討

す
る
。

駐
車
場
の
進
入
路
や
南

側
の
駐
車
場
の
車
止
め
等
、

効
果
的
な
設
置
を
検
討
す
る
と
い

う
が
、
い
つ
ご
ろ
設
置
を
予
定
す

る
の
か
。

夏
休
み
時

期
に
発
生

が
多
く
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
設
置
し
た
い
。



①
不
育
症
は
適
正
な
検

査
と
治
療
で
、
80
％
出

産
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
町
民

へ
広
く
周
知
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
今
後
の
町
の
取
り
組
み

を
聞
き
た
い
。

②
不
妊
治
療
の
助
成
金
増
額
と
、

5
年
間
の
助
成
期
間
延
長
を
す
る

考
え
は
。

①
不
育
症
を
特
定
し
、

状
況
を
把
握
す
る
の
は

困
難
な
状
況
に
あ
る
。
結
果
、
住

民
へ
の
認
知
度
の
向
上
が
必
要
で
、

母
子
手
帳
交
付
時
や
、
愛
育
会
な

ど
の
組
織
を
通
し
周
知
に
努
力
し
、

把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

②
町
で
は
平
成
19
年
度
か
ら
、
特

定
不
妊
治
療
費
用
の
助
成
を
し
て

い
る
。
1
回
当
た
り
の
平
均
治
療

費
用
額
は
34
万
4
、
0
0
0
円
で
、

町
助
成
金
は
県
の
助
成
と
の
併
用

も
可
能
だ
。
1
回
の
治
療
費
に
町

10
万
円
、
県
15
万
円
の
合
計
25
万

円
の
助
成
が
可
能
で
、
所
得
制
限

を
設
け
て
い
な
い
こ
と
や
、
財
政

状
況
か
ら
も
現
状
維
持
が
適
当
と

考
え
て
い
る
。

非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
な
の
で
、
相
談
コ

ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
考
え
ら
れ
な

い
か
。

母
子
手
帳

交
付
時
や
、

健
診
等
で
相
談
を
受
け
る
状
況
は

で
き
て
お
り
、
日
常
的
に
母
子
相

談
が
受
け
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
。

①
最
近
、
前
立
腺
が
ん

の
罹
患
率
が
、
胃
が
ん

に
続
い
て
2
位
に
な
っ
た
。
以
前

は
総
合
健
診
に
入
っ
て
い
た
が
、

も
う
一
度
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

②
胃
が
ん
検
診
は
バ
リ
ウ
ム
に
よ

る
検
診
が
主
流
だ
が
、
新
た
に
ピ

ロ
リ
菌
を
除
菌
す
る
こ
と
で
、
第

1
次
予
防
に
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
30
歳
か
ら
節
目
の
無
料
ク

ー
ポ
ン
を
配
布
す
る
考
え
は
。

③
乳
が
ん
検
診
で
行
っ
て
い
る
、

エ
コ
ー
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に

よ
る
検
診
を
、
早
期
発
見
の
た
め
、

希
望
者
に
は
同
時
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

①
②
③
本
町
の
実
態
に

即
し
、
必
要
で
有
効
で

あ
る
か
ら
行
う
べ
き
で
、
Ｐ
Ｓ
Ａ

検
査
・
ピ
ロ
リ
菌
検
査
・
乳
腺
エ

コ
ー
な
ど
、
必
要
性
や
有
効
性
を

熟
慮
し
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

が
ん
治
療
費
の
動
向
・
国
保
疾
病

統
計
の
活
用
や
費
用
対
効
果
の
検
証
、

専
門
医
の
意
見
な
ど
踏
ま
え
、
が

ん
検
診
の
在
り
方
全
体
を
検
討
し
、

計
画
性
を
持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

河田あけみ 議員
か わ だ

町
長

町
長

河
田

河
田

河
田

再
質
問

不育症・不妊治療の助成は

前
立
腺
が
ん
等
の

が
ん
検
診
強
化
を

現
状
維
持
が

適
当
で
は

全
体
を
検
討
し

計
画
的
に
進
め
た
い

一年に一度は検診を

い
き
い
き
健
康
課
長

PSA検査とは
PSAは「前立腺特異抗原」の英語名の頭文字。
前立腺は男性だけにある臓器で、膀胱の出口に
あり、尿道を取り囲んでいて、正常時にはクル
ミぐらいの大きさ。前立腺がんの進行に伴い、
血液中にＰＳＡが含まれる量が多くなってくる
ため、症状の深刻度も予測することもできる。



　平成23年度は提携事業として教授との研修会や学生とのワークショップを行い

ました。研修会では、議員の資質をこれまで以上に高めるため、全議員が参加し昭

和町の課題や疑問をぶつけあう相互的な議論を行いました。

議会基本条例制定その後

江藤教授7月
2011

基礎自治体と防災政策

山本教授12月
2011

地域経営をにらんだ総合計画づくり

西寺教授9月
2011

昭和町のまちづくり戦略

中井教授1月
2012

基礎自治体と環境政策

丸山教授10月
2011

コミュニティ政策

日高教授1月
2012

地方自治の展望と議会の役割

今村教授11月
2011

教育委員会制度について

外川教授2月
2012

議会だよりの視察受入
●平成23年10月5日
　埼玉県三芳町議会

●平成24年1月10日
　静岡県長泉町議会

●平成24年1月18日
　山梨県大月市議会

●平成24年1月26日
　埼玉県小川町議会

　年度前半に続き、後半も議会だより
の視察に多くの市町村議会から、昭和
町に訪れていただきました。どの議会
も住民の皆さんに読んでもらうため、
議会だよりに真剣に向き合い工夫をす
るため苦労をしています。昭和町議会
だよりの良いところを存分に参考にし
ていただき、また来ていただいた議会
からも、面白い構成などを参考にさせ
てもらい、切磋琢磨することで、さら
なる議会だよりの向上につなげていき
たいと思います。

（委員長　河住保茂・記）

報
告編集特別委員会

広報



上
河
東
二
区
（
第
10
回
）

　開かれた議会を目指し、地域ごとの住民の悩みや

声を聴き、議論・調査・研究を進め、昭和町の住民

福祉の向上と、地域社会の活力ある発展を目指すの

が町議会の役割です。

　井戸端会議で出された意見・要望は結果報告書と

して区長に提出します。すべての意見・要望を満た

すわけにはいきませんが、議会は執行機関と一緒に

なって課題解決に知恵を絞っていきます。

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

1
月
20
日
　
上
河
東
二
区
集
会
所

●
出
席
者
　
　
区
民
　
24
人

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
三
井
猛
委
員
長

　
　
　
　
　
　
石
原
高
明
 
長
谷
川
幸
廣

 
 
 
 
 
 
塚
原
將
司
 
野
中
敏
美
　

●
地
元
議
員
　
河
住
保
茂

Q
　
液
状
化
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
問
題
や
、

河
川
の
氾
濫
が
心
配
だ
。
地
下
水
・
河

川
敷
の
調
査
は
。
状
況
を
町
民
に
周
知

す
べ
き
で
は
。

A
　
大
型
店
舗
や
公
共
施
設
の
建
設
時

に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
し
て
い
る
が
、

県
の
防
災
計
画
見
直
し
を
も
と
に
、
町

も
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
内
容
の

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Q
　
災
害
時
の
対
処
方
法
が
関
係
機
関

に
よ
り
バ
ラ
バ
ラ
だ
。
連
携
を
図
り
対

応
し
て
ほ
し
い
。

A
　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
平
成
22

年
に
統
一
し
た
手
引
き
書
を
作
成
し
た
。

地
区
の
実
情
に
あ
っ
た
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
を
お
願
い
し
た
い
。

Q
　
町
営
団
地
Ａ
棟
駐
輪
場
は
、
一
部

隔
離
さ
れ
て
い
る
た
め
治
安
に
不
安
が

あ
る
。
現
場
を
確
認
し
、
Ｂ
棟
駐
輪
場

と
同
様
オ
ー
プ
ン
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
現
場
を
確
認
し
現
状
を
把
握
し
た

が
、
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
費
用
が
か
か
ら

な
い
対
策
を
検
討
し
、
警
察
へ
の
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
依
頼
、
看
板
の
設
置
、
入

居
者
の
協
力
に
よ
る
通
報
な
ど
で
対
応

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
だ
。

Q
　
常
永
の
直
売
所
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
説
明
を
。

A
　
平
成
24
年
に
設
計
し
建
物
は
町
、

備
品
等
は
J
A
で
整
備
す
る
。
運
営
は

Ｊ
Ａ
だ
が
、
商
工
会
・
農
家
の
連
携
で

品
物
等
を
提
供
し
、
他
市
町
村
か
ら
も

調
達
す
る
。
地
産
品
の
拡
大
や
品
質
向

上
は
Ｊ
Ａ
が
指
導
し
て
い
く
。



西
条
新
田
区
（
第
12
回
）

築
地
新
居
区
（
第
11
回
）

2
月
17
日
　
築
地
新
居
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
　
19
人

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
田
中
博
愛
委
員
長

　
　
　
　
　
　
中
澤
康
夫
　
遠
藤
辰
男

　
　
　
　
　
　
福
島
正
明
　
林
　
和
仁

　
　
　
　
　
　
萩
原
馨
議
長

地
元
議
員
　
　
河
田
あ
け
み
　
野
中
敏
美

2
月
18
日
　
西
条
新
田
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
　
8
人

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
委
員
長

　
　
　
　
　
　
深
澤
克
男
　
深
澤
平
助

　
　
　
　
　
　
樋
口
敏
夫
　
河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　
萩
原
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
福
島
　
正
明

Ｑ
　
国
保
会
計
は
一
般
会
計
か
ら
補
て

ん
す
べ
き
で
な
い
が
、
現
実
的
に
は
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
滞
納
者
の
問
題
も
指

摘
さ
れ
る
が
、
昭
和
町
で
は
ど
う
か
。

Ａ
　
景
気
低
迷
で
、
他
市
町
村
同
様
滞

納
世
帯
が
増
え
て
い
る
。
職
員
も
本
腰

を
入
れ
回
収
に
努
力
し
て
い
る
。
昔
と

比
べ
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
医
療
給
付
費

が
少
な
い
こ
と
も
原
因
の
ひ
と
つ
。
議

会
も
国
へ
意
見
書
を
出
し
て
い
る
。

Ｑ
　
鎌
田
川
の
一
部
が
低
く
な
っ
て
い

て
大
雨
の
時
な
ど
溢
れ
そ
う
だ
。
改
修

を
お
願
い
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
鎌
田
川
は
1
級
河
川
で
県
の
管
理
。

県
と
話
し
合
っ
た
結
果
、
現
在
は
矢
板

を
使
っ
て
お
り
、
ご
み
の
引
っ
か
か
る

場
所
等
と
あ
わ
せ
現
地
を
見
て
、
要
望

書
な
ど
検
討
し
た
い
。
（
3
月
13
日
現

地
調
査
）

Ｑ
　
東
京
な
ど
で
は
、
自
治
会
で
年
2

回
ほ
ど
防
災
訓
練
を
行
い
、
火
災
消
火

訓
練
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
。
災
害
時

の
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
体
験

で
き
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
が
。

Ａ
　
防
災
の
日
の
訓
練
で
実
際
に
行
う

区
も
あ
る
、
赤
十
字
や
消
防
な
ど
に
依

頼
す
れ
ば
、
訓
練
を
行
っ
て
く
れ
る
の

で
、
利
用
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
。

Ｑ
　
第
2
公
会
堂
横
の
水
路
は
、
農
林

高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
雨
水
・
排
水
や
、

ル
ネ
サ
ス
の
工
場
増
設
工
事
で
、
道
路

ま
で
水
が
あ
ふ
れ
危
険
で
あ
る
。
改
修

工
事
や
適
正
指
導
を
。

Ａ
　
地
元
土
木
委
員
、
地
元
議
員
な
ど

に
よ
る
検
討
、
現
地
調
査
な
ど
、
予
算

も
検
討
し
早
い
対
応
を
進
め
た
い
。

Ｑ
　
議
会
だ
よ
り
は
素
晴
ら
し
い
が
、

紙
ベ
ー
ス
だ
け
で
な
く
デ
ー
タ
化
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ブ
ロ
グ
な
ど
の
活
用

を
し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
　
議
会
で
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

活
動
情
報
を
い
ち
早
く
発
信
し
て
い
る

Ｑ
　
震
度
6
強
以
上
の
避
難
場
所
に
、

御
崎
神
社
・
公
会
堂
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
他
の
避
難
場
所
な
ど
、
防
災
に
対

し
て
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ
　
テ
ル
モ
を
避
難
場
所
に
す
る
協
力

を
求
め
た
り
、
自
主
的
に
家
族
や
区
で

話
し
合
い
、
率
先
し
た
考
え
方
を
、
行

政
も
支
援
す
る
よ
う
な
構
築
が
大
切
だ
。

行
政
も
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
の
提
携
・
連

携
を
検
討
し
て
い
る
が
、
自
助
が
基
本
。

地
域
で
も
地
元
施
設
と
の
連
携
を
考
え
、

そ
れ
を
町
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。



消防団で一緒に地域を守ろう

P22-2

議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

これまで蛍光灯回収ボックスは、試行的に築地
新居区に設置されていました。平成23年度予算で、
残りの11地区すべてに蛍光灯回収ボックスと、
経口用の直管型・丸型・電球型それぞれの回収
用のカゴを設置しています。

そ
の
後

昭和町では現在定数の118人は確保できて
いるが、新入団員の確保が非常に難しいと
いう声を聞く。消防委員会でも問題として
協議をしている。甲府地区支部では消防団
員や家族に対して、地区内で店舗が設ける
優遇措置（消防団員サポート事業）などの
提案もあり、今後関係団体と十分協議を重
ねていきたい。

そ
の
後

リサイクルの推進としても、蛍光管専用の回収
ボックスをこれまで以上に増設する考えはないか。

蛍光管の回収ボックスは、22年度から順次設置
場所の増設予算を計上し、屋外用はどんなボッ

クスを置いたらいいか検討を重ねている。22年度内に
は役場を含め数カ所に設置予定なので、もうしばらく
お待ちいただきたい。

消防団の新入団員の獲得に苦慮してい
る区は多い。団員の負担軽減を図り、

入団しやすい条件を整える体制の改善をした
らどうか。また、日中の火災発生時に対応す
るため、昼間に地域にいることの多い消防団
OBや、主婦なども支援員として配置したら
どうか。地域住民と消防団が一体となった消
防組織体制の見直しが必要だと考える。

平成18年に団員確保の方策を話し合い、
活動しやすい環境整備に取り組んでい

るが、今後は消防団と協議を行い活動しやす
い体制を図りたい。また、支援員についても
住民の意見を聞きながら検討していきたい。

各
区
に
設
置
さ
れ
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス



町制40周年を記念して、議会で○○発表会を開催1

今議会で議会災害対策○○設置要綱を制定2

平成24年度の一般会計予算は○○億1500万円3

山梨学院大学との提携も○年目を迎えました！4

空欄に適切な言葉を入れてください。

《応募方法》
　はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」
を記入してください。議会への要望・意見等
もありましたら、お受けします。
《あて先》
〒409-3880　昭和町押越542-2
昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
《しめきり》
　5月末日　消印有効

議会だよりを
読んでくださいヒント

152号クイズの答え
① ワーク　　② 5　　③ 押原　　④ モニター

　平成24年2月9日、東京の全国町村議会会館で町

村議会広報コンクールの表彰式が行われ、全国町

村の応募数211紙の中から「議会だよりしょうわ

No149」が最高賞である最優秀賞を受賞しました。

　これからも町民に読みやすい議会だよりを目指し、

議会活動をより分かりやすく伝えていきたいと思

います。

　
4
月
1
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

平
成
19
年
7
月
1
日
か
ら
4
年
9

カ
月
、
議
会
事
務
局
書
記
と
し
て

勤
務
さ
れ
た
佐
藤
真
由
美
さ
ん
が

福
祉
課
へ
、
後
任
と
し
て
出
納
室

か
ら
小
林
千
鶴
さ
ん
が
配
属
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年

が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
は
遅
々
と
し

て
進
ん
で
お
ら
ず
、
さ
ら
に

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
被

害
も
、
解
決
に
は
相
当
な
期

間
が
必
要
で
、
先
が
見
え
な

い
状
況
で
す
。

　
議
会
で
も
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
「
議
会

災
害
対
策
本
部
設
置
要
綱
」
を
制
定
し
、
災
害
時
に

行
政
と
協
力
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
救
援
に
努
め

る
た
め
の
指
針
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
最

高
賞
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、
先
輩
編
集

委
員
の
最
後
の
号
で
の
受
賞
で
あ
り
ま
し
た
。

　
私
も
先
輩
に
追
い
つ
け
る
よ
う
さ
ら
に
努
力
し
、

議
会
だ
よ
り
が
よ
り
親
し
ま
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
、
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
深
澤
克
男
・
記
）
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広
報
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委
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長
　
　
河
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保
茂

　
　
　
副
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長
　
　
河
田
あ
け
み
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三
井
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澤
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林
　
　
和
仁
　
石
原
　
高
明

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ

し
て
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
災

害
か
ら
学
び
地
震
に
対
す
る
対
策
が
行
政
、
企
業

だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
一
般
家
庭
に
も
浸
透
し
て

き
ま
し
た
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
を
回
避
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
減
災
は
可
能
で
す
。
救

命
救
急
法
（
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
方
法
・
三
角
巾

の
使
い
方
）
、
ロ
ー
プ
の
結
束
、
け
が
人
を
一
人

で
運
ぶ
方
法
等
を
理
解
し
、
行
動
で
き
れ
ば
緊
急

時
で
も
冷
静
に
対
応
で
き
、
一
人
の
命
が
救
え
る

確
率
が
高
ま
り
ま
す
。

　
私
は
昭
和
町
に
住
み
16
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

多
く
の
町
民
、
地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
で
学
び
、
そ
し
て
貴
重
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や
が
て
、
そ
れ
が
感
謝

の
気
持
ち
と
な
り
、
人
の
た
め
に
何
か
し
た
い
、

誰
か
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
時
、

防
災
士
を
知
り
平
成
18
年
に
こ
の
資
格
を
取
り
ま

し
た
。

　
防
災
士
は
地
震
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
災
害

に
対
し
備
え
、
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
防
災
活
動

に
努
め
ま
す
。
役
立
て
る
こ
と
を
心
が
け
、
取
り

組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
昭
和
町
は
「
小
さ
く
て
も
豊
か
な
ま
ち
」
、
こ

れ
か
ら
も
人
と
き
ず
な
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
、
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
の
畔
に
は
水
が
湧
き
、
沢
ガ
ニ
・
め
だ

か
が
い
る
水
の
豊
か
な
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
昭
和

村
か
ら
、
中
央
道
・
昭
和
バ
イ
パ
ス
と
道
路
が
で
き
、

工
業
団
地
・
大
型
ス
ー
パ
ー
が
進
出
し
て
、
便
利

な
昭
和
町
へ
と
移
り
変
わ
り
、
私
は
こ
の
昭
和
で

生
ま
れ
、
そ
の
変
化
と
と
も
に
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
4
月
3
日
の
ひ
な
祭
り
は

お
重
箱
を
持
っ
て
お
花
見
に
。
1
月
14
日
は
小
正

月
で
獅
子
舞
に
付
い
て
歩
き
、
み
か
ん
や
お
菓
子

を
も
ら
い
ま
し
た
。
獅
子
舞
は
今
で
も
受
け
継
が
れ
、

息
子
は
念
願
の
お
囃
子
の
太
鼓
を
叩
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
昨
年
、
私
は
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
で
は

水
は
大
地
を
豊
か
に
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ

て
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
恐
ろ
し
い
、

怖
い
も
の
と
し
て
の
意
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
土
地
開
発
が
進
み
、
転
入
さ
れ
る
方
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
昔
か
ら
の
良
き
伝
統
と
新
た
な
改
革

と
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
、
災
害
時
に
そ
の
成
果
が

発
揮
で
き
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
も
昭
和
町
が

一
番
と
言
え
る
町
づ
く
り
を
、
み
ん
な
で
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

飯
喰
区井

口
加
保
理
さん

い

ぐ
ち

り

か

お

地
域
の
絆
を
大
切
に

昭
和
町
　
過
去
か
ら
未
来
へ

西
条
新
田
区

若
林
　
伸
彦
さん

わ
か
ば
や
し

の
ぶ

ひ
こ


